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　本遺跡は伊勢原市上粕屋字秋山に位置してお
り、第２次調査は 2016（平成 28）年度に開始
されました。
　遺跡北西部には丹沢山地の一つである大山が
そびえています。この大山を源流とする鈴川が
形成した上粕屋扇状地に遺跡は所在します。ま
た、遺跡の東側には渋田川が南流しています。
細かな支流からなる渋田川は、複数の谷を形成
し、谷に挟まれた部分は台地化します。こうし
てできた台地上に遺跡は立地しています。

　これまでの発掘調査では旧石器時代～近世まで
の、様々な遺構・遺物が発見されています。
　その中でも、縄文時代後期の調査は特筆されます。
令和 4・5 年度に調査した８区では、台地斜面上に
営まれた集落跡が発見され、注目を集めました。
今年度調査している９区や 11 区は８区に隣接して
おり、同時期の遺構・遺物が多数見つかっています。

　谷から出土する土器は、ほとんどが破
損した状態です。そのなかで、完形に近
い状態の注口土器が２点出土しました。
　どちらも土坑状の掘り込みの中から発
見されています。こうした出土状況から、
この注口土器は祭祀・儀礼等に関わる遺
物である可能性があります。谷が捨て場
として利用されていることを考慮すると、
壊れて使用できなくなった道具に対する
祈りなのでしょうか・・・

▲上粕屋・秋山遺跡９区（谷部）　縄文時代後期の遺物出土状況（北から）
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2 万年以上にわたる人々の痕跡

遺跡の概要

谷で見つかった特殊な遺物

北

遺物が出土した場所を柱状に残し、
必要な測量作業を実施します。
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石の表面に小さな丸い窪みを有するもの。窪みは、クルミなどの堅果類を叩き
割った痕跡や、火を起こす際に棒を回転させたときの痕跡と考えられています。

扁平な石の両端が打ち欠かれているもの。打ち欠いた部分に縄をひっかけ、漁
網のおもりとして使用されたと考えられています。

ナイフ状の刃部にツマミ状の突起を作出したもの。主に動物の解体や骨・木材
等の加工に使用されました。

石材を打ち欠いて斧状に仕上げたもの。木製の柄を取り付け、主に竪穴住居や
柱穴等を掘るためや、根菜類を掘り起こすために使用されました。

石材を磨き斧状に仕上げたもの。木製の柄を取り付け、主に木材を伐採するた
めに使用されました。特に小型のものは、伐採した木材を加工するためのもの
と考えられます。割れにくい石材がよく用いられます。

三角形状の石器で、弓矢の先端に取り付ける狩猟の道具です。

石の表面に面的な摩耗痕を持つもの。石皿とセットで使用し、主に木の実など
をすり潰すために使われました。

石の中央部分が皿状に大きく凹むもの。石皿の上に木の実などを乗せ、磨石を
使ってすり潰していたと考えられています。

⑤磨製石斧

⑥打製石斧
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谷部では、合計して数万点の土器や石器が出土しています。いずれも破損しているものがほとんどであることから、谷地形を捨て場
として利用していたことが想定されます。捨て場は、出土土器の型式から後期前葉～中葉を中心に形成されたものと考えられます。

後期前葉から中葉にかけての集落跡が発見されました。
集落は斜面上に営まれ、高位に居住域が、低位に配石遺
構および墓坑群が発見されました。

現在は縄文時代後期の調査をしています。後世の遺構により
壊され、不明瞭な部分もありますが、敷石住居跡や配石遺構
（または列石）と考えられる遺構が発見されています。これ
らの遺構は８区で発見された集落跡と同時期で、一連のもの
と考えられます。

※９区・11区は調査中です。今後の調査成果によって、
　遺構数や評価が変わる可能性があります。

表面に赤い顔料が塗布された土器です。赤彩土器は稀に
しか出土しないことから、煮炊きに使われる土器とは異
なり、祭祀等に関わる特殊な遺物であると考えられます。
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